
（１）事業の概要等

（２）事業費
単位等

千円

千円

千円

千円

％

千円

人

千円

人

千円

千円

千円 4,835

計（B） 1,497 0 0 2,994

人
件
費

正規職員（平均賃金） 1,497 0 0 2,994

正規職員 0.20 0.00 0.00 0.40

その他職員 0.00 0.00 0.00

1,622

対前年比 ― 83.5% 69.5% 412.7%

0.00

R5

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 767 641 446 1,841

計（A） 767 641 446 1,841

0
その他 0 0 0 0

事
業
費

項目 R1 R2 R3 R4

国・県支出金 0 0 0

予算額 1,066 2,120 2,379 2,536

その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 2,264 641 446

対象
（何･誰を対象

に）

小牧市職員、小牧市消防本部職員、小牧市消防団員、小牧警察署員

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

●令和４年度の実施内容
　大雨による河川の氾濫、越水、堤防の崩壊及び山崩れの発生を想定し、
人命の救助及び家財の被害の防止を目的に実施した。
　実施日：５月１４日（土）　参加者：３００人

●直接経費（令和４年度決算）
　委託料：９３５千円（除草・仮設橋設置）
　使用料及び賃借料：５８９千円（資機材・トラック）
　その他：３１８千円

●直接経費（令和５年度当初）
　需用費：３３２千円
　使用料及び賃借料：１，０５４千円（資機材・トラック）
　その他：２３６千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市地域防災計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

台風や洪水時期に備えて、小牧市地域防災計画に基づき有機的かつ総合
的な水防訓練を実施して、災害による被害を軽減し、市民の生命と財産の
保全を期することを目的とする。

担当係 防災危機管理係

目 13 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 2 項 1

事業番号 B0103

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和５年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 水防訓練実施事業 担当部 市民生活部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和７年度以降 担当課 防災危機管理課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

1
展開
方向

3



（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

今後の実
施内容

　今後の訓練も過去に実施したものと同等程度を維持していき、参加者には技術
習得のため、複数回に渡り訓練に参加をしてもらう。

事務事業評
価による額

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 3,773 ― ― 16,118

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により３年ぶりに開催した。大
山川堤防を利用して水防工法を行ったので、実際の災害現場の状況に近い形で
訓練を行うことができた。
　複数人で水防工法の作成に取り組むため、作業工程が分担されてしまい、参加
者全員が水防工法作成の全体工程に携われない。

500

600 0 0 300

水防訓練実施数 回
1 1 1 1 1

1 0 0 1

R5

成
果
指
標

指
標

指標ほか R1 R2 R3 R4

活
動
指
標

水防訓練参加者
数

人
600 400 400 300

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 600 0 0 300

展開方向における指標の推移 基本施策 1 展開方向 3

指標名 方向性 基準値 R2 R3 R4 R5


